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未来へつながる“復興のシンボル”実現を目指す朝日！　未来へつながる“復興のシンボル”実現を目指す朝日！　
～福島空港メガソーラー建設地内（福島空港南側展望台）より～～福島空港メガソーラー建設地内（福島空港南側展望台）より～

あ　   す

　全国で初めて県や市町村、民間企業が合同出資し設立した発電会社「福島発電」によるメガソーラー（設備容量：約 1.2 メ
ガワット）が、福島空港北側駐車場及び南側駐車場に平成 26 年 3月完成予定で建設されます。
　また、ターミナルビル内には次世代エネルギーパークの中核施設として、学習施設も予定されており「再生可能エネルギー
先駆けの地」の実現を目指す本県復興のシンボルとして期待されます。



石 森 春 男玉川村長

安全に安心して
　　　暮らせる村づくり

年頭のごあいさつ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

玉
川
村
も
、
輝
か
し
い
躍
進
の
年
と
な
り
、

村
民
並
び
に
村
外
で
活
躍
の
皆
様
方
が
、
ご

健
康
・
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
を
こ
め

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
村
政
進
展
の
た
め
に
、
皆
様
方

に
は
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
日

本
の
経
済
も
円
安
株
高
へ
と
舵
を
切
り
、
産

業
振
興
や
雇
用
の
確
保
が
図
ら
れ
、
主
要
都

市
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
も
そ
の
恩
恵
が
享

受
さ
れ
、
地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
玉
川
村
に
お
い
て
も
、

人
と
地
域
が
主
役
の
行
政
運
営
を
目
指
し
、

強
い
使
命
感
と
高
い
倫
理
観
を
持
っ
て
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
誠
実
」「
公
平
」「
公
正
」を
基
本
理
念
と
し

て
、
課
題
で
あ
り
ま
す「
少
子
高
齢
化
」「
産

業
振
興
・
活
力
」「
安
全
・
安
心
社
会
」「
交
流

と
地
域
活
性
化
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
知
恵

を
出
し
て
汗
を
流
し
て
、
創
意
と
工
夫
に
よ

り
、 

あ

す
未
来
へ
つ
な
が
る
元
気
な
村
づ
く
り
の

た
め
、
諸
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
豊
か
な
人
間
性
、
郷
土
を
愛
す
る

心
を
育
む
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育

支
援
員
の
継
続
や
生
涯
学
習
の
推
進
を
図

り
、
幼
保
一
元
化
に
向
け
た
認
定
こ
ど
も
園

施
設
の
整
備
と
学
校
給
食
施
設
の
整
備
に
向

け
た
設
計
、
そ
し
て
、
玉
川
第
一
小
学
校
と

川
辺
小
学
校
の
統
合
に
向
け
た
具
現
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
を
図
る
た
め
、
保
育

所
延
長
保
育
と
土
曜
日
一
日
保
育
を
継
続

し
、
幼
稚
園
預
か
り
保
育
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
共
に
支
え
あ
い
、
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
が
、
児
童
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
等
の
社

会
保
障
制
度
の
充
実
、
保
健
・
医
療
体
制
の

整
備
に
よ
り
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

元
気
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
推
進
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
県
内
初
め
て

と
な
る『
健
康
の
駅
た
ま
か
わ
』を
開
設
し
、

健
康
な
村
民
づ
く
り
、
健
康
交
流
の
拠
点
駅

と
し
て
村
民
か
ら
親
し
ま
れ
る
運
営
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
快
適
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
快
適
性
や
利
便
性
を
図
る
た
め
、
生

活
道
路
等
の
維
持
管
理
に
努
め
、
上
下
水
道

施
設
の
整
備
促
進
を
よ
り
具
体
的
な
も
の
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
促
進
し
、
有
効
活
用
に
よ
る
循
環
型
社
会

の
実
現
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
整
備
事
業

の
継
続
や
消
防
防
災
施
設
等
の
整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
須
賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
は
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
24
時
間
体
制
と
な
り
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
玉
川
分
署
と
昇
格
と

な
っ
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
魅
力
的
で
活
力
に
満
ち
た
村
づ
く

り
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
振
興
を
推
進
す
る

た
め
、
農
産
物
の
六
次
化
産
業
の
取
り
組
み

や
20
坪
ハ
ウ
ス
支
援
、
花
卉
栽
培
支
援
・
施

設
園
芸
支
援
を
継
続
し
、
営
農
推
進
協
議
会

の
充
実
を
図
り
、
玉
川
村
な
ら
で
は
の
取
り

組
み
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
道
の
駅
た
ま
か
わ
」の
駐
車
場
も
拡
張
さ

れ
、「
空
の
駅
た
ま
か
わ
」「
緑
の
駅
」を
活
用

し
た
、
活
性
化
や
交
流
・
流
通
販
売
体
制
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
商
工
会
と
連
携
を
密
に
し
て
、
商

品
券
発
行
支
援
を
継
続
し
、
企
業
懇
談
会
や

企
業
訪
問
を
実
施
し
、
新
た
な
雇
用
の
場
を

確
保
す
る
た
め
、
企
業
誘
致
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
商
工
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
人
の
交
流
に
よ
り
、
時
代
の
変

化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
村
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
実
施
し
た
観
光
調
査
を
も
と

に
、
村
内
観
光
資
源
や
近
隣
の
観
光
資
源
等

と
連
携
し
、
観
光
交
流
に
よ
る
活
性
化
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
二
年
生
の
北
海
道
研
修
を
継

続
実
施
し
、
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
女
性
の
積
極
的
な
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
と
と
も
に
青
年
の
交
流
を
支
援

し
、
未
婚
男
女
の
交
流
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

村
民
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 
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年頭のごあいさつ

須 藤 利 夫玉川村議会議長

議会の機能強化を図り
村民の福祉向上・地域振興に努める

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
私
ど
も
議
会
へ
の
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
国
政
は
、
７
月
に
行
わ
れ
ま
し
た

参
院
選
の
自
民
党
圧
勝
に
よ
り
、「
衆
参
ね
じ

れ
」が
解
消
さ
れ
、
安
倍
政
権
は
更
な
る
経

済
の
再
生
に
取
り
組
む
方
針
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
現
在
、
日
本
経
済
は
15
年
間
も
続
い

た
デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
景
気
回
復
の
兆
候
が

見
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

は
未
だ
に
回
復
を
実
感
で
き
る
ほ
ど
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
景
気
回

復
を
望
む
も
の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
３
年
を
迎

え
ま
す
が
、
福
島
県
の
復
興
が
計
画
ど
お
り

に
進
ま
ず
、
未
だ
に
多
く
の
住
民
が
、
困
難

な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る

汚
染
水
問
題
は
、
増
え
続
け
る
汚
染
水
に
対

し
有
効
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
、
新

た
な
漏
え
い
が
発
覚
す
る
な
ど
、
深
刻
な
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
早
急
に
国
が

新
た
な
体
制
を
構
築
し
、
責
任
を
も
っ
て
万

全
な
対
策
を
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
春
の
大
雪
、
梅
雨

時
期
の
少
雨
、
記
録
的
な
猛
暑
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
、
度
重
な
る
台
風
接
近
と
、
異
常
気
象
が

続
い
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
る
い
話
題
と
し
て
、
長
い
間
懸
案
で

あ
っ
た
須
賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
の
24
時

間
体
制
が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
村
の
取
り
巻
く
環
境
は
、
原
発

事
故
に
よ
る
風
評
被
害
を
は
じ
め
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
、
人
口
の
減
少
、
深
刻
な
経
済
・

雇
用
状
況
な
ど
依
然
と
し
て
、
困
難
な
課
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
当
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
子
育
て

を
め
ぐ
る
課
題
の
解
決
の
た
め
、
当
村
が
直

面
し
て
お
り
ま
す
保
育
所
と
幼
稚
園
等
の
一

元
化
施
設
と
、
老
朽
化
し
て
い
る
学
校
給
食

施
設
の
建
設
に
向
け
て
、
村
執
行
機
関
共
に

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

我
々
議
会
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お

い
て
、
行
政
を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

中
、
自
治
体
の
監
視
機
関
と
し
て
議
会
の
役

割
が
益
々
重
要
と
な
り
、
そ
の
責
任
も
大
き

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
我
々
議
員

自
ら
議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
機
能
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
住
民

の
福
祉
向
上
と
地
域
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
原
発
事
故
の
終
息
を
願
い
、

飛
躍
す
る
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
村
民
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
活
躍

を
願
い
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

◆
村

村　

長　

石
森　

春
男

副
村
長　

草
野　

亀
雄

教
育
長　

冨
岡
ケ
イ
子

　

外　
　

職
員
一
同

◆
村
議
会

議　

長　

須
藤　

利
夫

副
議
長　

森　
　

清
重

　

外　
　

議
員
一
同

◆
区
長
会

会　

長　

榊
枝　
　

夫

副
会
長　

溝
井　

幸
夫

　

外　
　

区
長
一
同

明
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　村では、村県民税・所得税の所得申告相談を、２月17日（月）から下記日程で行います。
　必要書類を準備のうえ、該当日に忘れずに申告してください。

①印鑑、申告者の金融機関の口座番号及び通
帳印

②給与所得者は源泉徴収票または事業主の支
払証明書

③事業所得者（農業所得者含む）は収支内訳
書と所得計算に必要な帳簿書類等

④譲渡所得のある方は、売買契約書及び公的
機関が発行する証明書（買取等の証明書）

⑤年金所得者は公的年金等の源泉徴収票

⑥生命保険料控除、地震保険料控除を受けら
れる方は、保険料控除証明書

⑦国民年金保険料の控除を受けられる方は、
国民年金保険料控除証明書

⑧障害者控除を受けられる方は、身体障害者
手帳

⑨医療費控除を受けられる方は、支払った領
収書（合計金額を記入してください）

⑩住宅借入金（取得）等特別控除を受けられる
方は、家屋の登記簿謄本、住民票、借入金
の年末残高証明書、工事請負契約書等

⑪寄附金控除を受けられる方は、寄附金受領
証明書等

　【午前の部】午前９時から11時
　【午後の部】午後１時から４時

平成26年度村県民税（平成25年分所得税）の
申告相談のお知らせ
年度村県民年度村県民税 平成 年分（平成 年分所
申申申申申申申申申申告告告告告告告相相相相相相申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談のののののののののののののののののののののおおおおおおおおお知知知知知知らららららせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ申告相談のお知らせ申告相談のお知らせ

▼お問合わせ先　住民税務課　☎５７－４６２２

申告月日 申告会場月 日 曜日 該　当　地　区

申告相談日程表
申告に持参するもの該当区

蒜　生
川　辺

川　辺

中

中

岩法寺

岩法寺

竜　崎

竜　崎

小　高

小　高
小　高
（午前中）

南須釜

南須釜

南須釜

北須釜

北須釜

吉

山小屋

四辻新田

予備日

蒜生全域
第１組から第１０組

第１組から７組
第８組から１３組、
その他組外
第１組から第５組
第６組から第１４組、
その他組外
第１組から第６組
第７組から第１１組、
その他組外
第１組から第７組

第８組から第１３組
第１４組から１７組、
その他組外
蟹沢・荻ノ田・堂ノ内・
奥平・八又・ 柳作組

粟踏石・八木・横内・
村営住宅・その他組外
奥撫・仁戸内・遠舘石・
近舘石・三蔵
北中組・森殿・北入・
桜窪・西部・その他組外
吉地区全域 　
山小屋地区全域・
河平組
四辻新田地区全域・
青井沢組

該当日にできなかった方

第１１組・宮ノ前・共同・
宿・中沖組・中妻
向宿・武道・舘・赤坂団
地組、その他組外

狸穴・牛沼・小半弓・　
千五沢・滝作
古宿・久保宿・小柳作・
南宿組

月
火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

17
18

19

20

21

24

25

26

27

28

3

4

5

6

7

10

11

12

13

14

17

2
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

就業改善センター
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

就業改善センター

〃

須釜公民館

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

受付時間
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須
藤
礼
子

（川辺）
☎57－2034

野
崎
久
夫

（川辺）
☎57－3261

眞
弓
時
伸

（蒜生）
☎57－3051

車
田
洋
子

（小高）
☎57－3436

溝
井
義
三

（小高）
☎57－2287

双
里
政
博

（中）
☎57－3774

丹
内
和
彦

（岩法寺）
☎57－3615

倉
鎌
利
治

（岩法寺）
☎57－4033

小
林
伸
一

（竜崎）
☎57－2370

阿
部
敏
子

（南須釜）
☎57－3747

大
越　

專
（南須釜）
☎57－3232

大
野
好
利

（南須釜）
☎57－3280

水
澤
俊
造

有
賀
德
夫

（吉）
☎57－3066

（北須釜）
☎57－3338

草
野
正
博

（山小屋）
☎57－3356

大
和
田
ス
ミ

（四辻新田）
☎57－3750

西
島
里
美

（村西部地区）
☎57－2383

阿
部
は
る
み

（村東部地区）
☎57－3032

　村就業改善センターで12月２日（12月1日付）、民生委員の一斉改選により、厚生労働大臣及び福島県知
事の委嘱状が石森村長から交付されました。
　今後、平成28年11月30日までの３年間の任期となり、地域の福祉に係る活動をすることになりました。
　各担当地区の委員は、次の方々です。【敬称略】

民生児童委員に委嘱状交付福祉の向上に全力を尽くします

優良運転者などを称える  －石川地区交通安全表彰大会－
　11月18日、石川地区交通安全表彰大会が石川町共
同福祉施設で開催されました。
　大会では、全員で交通事故犠牲者に対する黙祷を捧
げあと、長年にわたる交通安全活動に多大な功績の
あった安全運転管理者や無事故・無違反で他の運転者
の模範となる運転者への表彰が行われました。
　本村関係の受賞者は次のとおりです。
【敬称略（　）は地区名】 
 
◎全日本交通安全協会長表彰交通栄誉章「緑十字銅章」
◆優良運転者　阿部　満（南須釜）
◎福島県警察本部長・福島県交通安全協会長連名表彰
◆優良運転者　石森八重子（山小屋）
◎石川警察署長・石川地区交通安全協会長連名表彰
◆優良運転者　野崎　　正（川辺）
　　　　　　　野崎ナツ子（川辺）
◆交通安全優良学校　川辺小学校
◎石川警察署長・石川地区安全運転管理者協会長連名表彰
◆優良安全運転管理者　熊田良子（株式会社熊田建設）

◎石川警察署長・石川地区交通安全協会長・石川地区安
全運転管理者協会長・安全運転管理石川事業主会長連
名表彰

●立看板コンクール
◆中学校の部
◇優秀賞　須釜中学校
◆小学校部　
◇努力賞　玉川第一小学校・川辺小学校・須釜小学校

石川警察署長・石川地区交通安全協会長連名表彰を
受賞した野崎正さん（左）
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　東京玉川会（車田和男会長）が「子ども達のため役立て
てほしい」と須釜中学校へ、拡大コピー機１台、30万円
相当の学習用機材を寄贈しました。
　11月16日、同校で贈呈式が行われ、車田会長より石
井校長に贈呈目録を手渡しました。
　同会では、これまでにも村内の各小学校などに寄贈を
行っており、今回で全ての小中学校へ心のこもった記念
品が贈られました。

　

長
年
に
わ
た
り
、
自
治
振
興
と
村
政

進
展
に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
功
労
者

を
た
た
え
る
感
謝
状
贈
呈
式
を
12
月
３

日
、
役
場
正
庁
で
行
い
、
石
森
村
長
か

ら
受
賞
者
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。【
敬

称
略
】

◆
高
林
浅
松（
中
）

　

平
成
17
年
７
月
か
ら
３
期
９
年
、
農

業
委
員
会
委
員
を
務
め
、
農
業
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
部
裕
子（
南
須
釜
）

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
１
期
４
年
、
教

育
委
員
会
委
員
を
務
め
、
教
育
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

左から阿部裕子さん、石森村長、高林浅松さん

須釜中学校へ心のこもった寄贈

　子どもたちの教育と育成のためにと、ボートピア玉
川の佐藤奨さんが 11 月 21 日役場を訪れ、草野副村長
に寄付金を手渡しました。また、JA あぶくま石川玉
川支店より福祉活動に役立ててほしいと、村社会福祉
協議会へ寄付金を寄せていただきました。
　これらの寄付金は、第３回たまかわ産業まつりでボー
トピア玉川が出店した際の収益及び農産物品評会に出
品された農産物を販売した収益が寄せられたものです。

産業まつりの収益金を寄付

村
政
進
展
に
多
大
な
貢
献

　

11
月
１
日
、
二
本
松
市
の
菊
人
形
会

場
で
開
催
さ
れ
た
福
島
県
菊
花
品
評
会

に
、
県
内
23
の
菊
花
愛
好
団
体
か
ら

2
3
0
鉢
が
出
品
さ
れ
、
本
村
か
ら
は

玉
川
村
菊
花
愛
好
会
の
皆
さ
ん
が
丹
精

込
め
て
育
て
た
作
品
を
出
品
し
ま
し

た
。
本
村
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。【
敬
称
略
】

●
総
務
大
臣
賞
・
外
務
大
臣
賞

　

鈴
木
ハ
ツ
ヱ（
竜
崎
）

●
環
境
大
臣
賞　
　

田　

清（
川
辺
）

●
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
賞

　

鈴
木
忠
雄（
竜
崎
）

●
三
等
賞　

金
澤
三
知
夫（
小
高
）

◆
団
体
の
部
三
等
賞

　

玉
川
村
菊
花
愛
好
会

平
成
25
年
度
福
島
県
菊
花
品
評
会

高
林
さ
ん
・
阿
部
さ
ん
へ
感
謝
状

美
し
い
大
輪
が
咲
き
誇
る

石井校長（右）に贈呈目録を手渡す車田会長（左）

草野副村長へ寄付金を手渡すボートピア玉川の佐藤奨さん（右）

各賞を受賞した玉川村菊花愛好会の菊花

東京玉川会記念品寄贈式

ボートピア玉川・JAあぶくま石川玉川支店
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全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
出
場
報
告

Ｗ
優
勝
の
学
石
全
国
大
会
へ

　南須釜区主催の第10回南須釜区民芸能祭が11月24日、
須釜公民館で開かれました。
　オープニングでは、琴川会の皆さんによる大正琴をはじ
め、南須釜の念仏踊りで華やかに開幕。カラオケをはじめ、
踊りや腹話術など32の演目が次々に披露されました。
　出演者の皆さんは、日頃の練習の成果を十分に発揮し、
会場に詰めかけた多くの区民から、ステージ上で繰り広げ
られる多種多様な芸能の祭典に温かい拍手が送られていま
した。

多彩な歌や踊りを披露

　

山
小
屋
集
落
営
農
組
合（
石
森
三
男

組
合
長
）は
11
月
24
日
、
山
小
屋
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
収
穫
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

収
穫
祭
は
、
同
組
合
の
活
動
を
地
域

の
人
や
子
ど
も
達
に
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
交
流
の
場
を
図
ろ
う
と
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
域
住
民

な
ど
約
70
人
が
参
加
。
今
年
は
参
加
者

に
よ
る「
う
ど
ん
打
ち
」講
習
会
も
行
わ

れ
、
権
現
山
な
ど
地
区
内
の
自
然
・
名

所
旧
跡
等
を
散
策
し
た
後
、
自
分
た
ち

で
打
っ
た
う
ど
ん
を
美
味
し
く
食
べ
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

山
小
屋
集
落
営
農
組
合
収
穫
祭

収
穫
祭
で
地
域
交
流

熱唱熱演のオンステージ！

「うどん打ち」講習会を楽しむ参加者

南須釜区民芸能祭

　先の全国大会県１次予選会を兼ねた県高校新人体
育大会弓道競技で、県内各校から個人女子の部約
160人が出場した中、見事準優勝を果たした藤井美
里さん（郡山高２年：竜崎）が11月27日、石森村長を
訪れ、12月21日から大阪府で開催される全国大会の
出場報告をしました。
　藤井さんは「弓道は魅せる競技でもあるので、振る
舞いにも集中し、予選通過はもちろん上位入賞目指
して頑張ります」と抱負を語ってくれました。

第32回全国高校弓道選抜大会出場報告

　

10
月
に
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会
で
、
初
の
男
女
Ｗ
優
勝
を
果

た
し
た
学
法
石
川
高
校
の
車
田
颯
く
ん

（
２
年
：
小
高
）・
矢
吹
涼
華
さ
ん（
３
年
：

小
高
）・
三
瓶
遥
さ
ん（
２
年
：
川
辺
）の

３
名
が
12
月
18
日
、
石
森
村
長
を
訪
れ
、

12
月
22
日
に
京
都
府
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
の
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

３
名
を
代
表
し
て
矢
吹
さ
ん
が「
チ
ー

ム
の
思
い
を
胸
に
納
め
て
、
諦
め
な
い

走
り
で
最
後
ま
で
走
り
抜
き
た
い
」と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

石
森
村
長
か
ら「
上
位
入
賞
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

藤井さん全国大会出場

石森村長から激励金を受け取る藤井美里さん（右）

左から石森村長、車田颯くん、矢吹涼華さん、三瓶遥さん、冨岡教育長
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　12月8日、玉川卓球クラブ（塩澤正勝会長）主催による
第30回玉川村民卓球大会が、たまかわ文化体育館で行
われました。
　大会には、村内の卓球愛好者ら約70人が出場し、熱
戦を繰り広げました。
　各部門の優勝者は次のとおりです。（敬称略）
▶小学生の部：小原あかね（須釜小）▶男子シングルス:車田正喜（玉
ク）▶女子シングルス:岡部美希（須釜中）▶ダブルス:鈴木涼平（玉
ク）・鈴木淳平（須高）▶思いやり卓球ラリー戦:矢吹義　・矢部良子
（元気ク）▶ラージボールダブルス:矢部義　・矢吹靖子（元気ク）

　

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
本
村

か
ら
第
一
号
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と

し
て
南
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
メ

デ
ジ
ン
市
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
矢
部
雄

次
さ
ん（
川
辺
）が
９
月
に
帰
国
し
、
11

月
14
日
、
石
森
村
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

矢
部
さ
ん
は
、
２
年
間
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
技
術
の
指
導
を
し「
海
外
協
力
隊
員

で
の
経
験
は
、
大
変
良
い
機
会
で
あ
っ

た
。
今
後
は
個
人
的
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
に

戻
り
、
活
動
を
継
続
し
た
い
」と
報
告

し
ま
し
た
。
石
森
村
長
か
ら「
経
験
を

活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」と
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

石森村長へ表敬訪問した矢部雄次さん（左）

小さなボールに集中！

　12月６日、玉川山野草会（車田常代会長）の皆さんが
役場を訪れ、石森村長へ「村福祉のために」と車田会長
から善意の募金が寄せられました。
　こちらの募金は、会員の皆さんが丹精込めて育てた
山野草を年３回（春・夏・秋）開いている山野草展で販売
した収益の一部が寄せられたものです。

青
年
海
外
協
力
隊
員
の

矢
部
さ
ん
帰
国 

表
敬
訪
問

　

村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
英
会
話

教
室（
ポ
テ
ト
倶
楽
部
）が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
ち
ら
の
教
室
は
、
教
育
委
員
会
の

英
語
教
育
指
導
員
で
あ
る
シ
ス
二
―
・

ア
ダ
ム
さ
ん（
川
辺
）を
講
師
と
し
て
、

パ
ー
ト
Ⅰ
を
８
月
に
４
回
、
パ
ー
ト
Ⅱ

を
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
８
回
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
初
心
者
で
も
、
日
常
で

使
え
る
英
語
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
英
語
を
身
近
に

感
じ
て
欲
し
い
と
今
後
も
定
期
的
に
英

会
話
教
室
を
継
続
実
施
し
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

ポ
テ
ト
倶
楽
部

み
ん
な
で
楽
し
く
英
会
話

集中してラリーの応酬を繰り広げる出場者

石森村長へ募金を手渡す山野草会の皆さん

シスニー・アダムさんによる英会話教室

第30回玉川村民卓球大会

歳末助け合い募金

心温まる募金
　　ありがとうございます
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コンコン

参加者募集参加者募集参加者募集

男性用 マナー講座 & （合コン）（男性のみ） （
コンコン

問い合わせ先：役場企画産業課 ☎57－4629

会場アクセス

あったかカップル誕生の予感

セブン
イレブン

至福島

SessioN

ラウンド1

R4

舗
茶
屋
菊

ス
レ
パ
オ
レ

線
幹
部
東

駅
山
郡

至須賀川
うすい
百貨店

駅前通りさくら通り

星総合病院

★

★

2013年度玉川村婚活事業

参加費
無料

募集内容

好評に
つき

好評に
つき

第2弾！第2弾！

たまか
わを元

気に！

男性 6,500円1次会
+
2次会 女性 4,000円

ご注意

1次会

お酒・おつまみ付きのお気軽ボウリングパーティーと
その後はムード満点のSessioNで楽しいトークを！

2次会

元気な玉川が合言葉の玉川村では、男女の出会いの場を提供することを目的に、2013年度玉川村婚
活事業「たまkon」を開催します。まじめに結婚を考えている方で、男性は玉川村に居住する20代～
40代の独身男性、女性は玉川村または県内市町村に居住する20代～40代の独身女性を大募集します。
実施日は2014年1月25日（土）、会場は、1次会をラウンド1 郡山店にて、2次会を前回好評の音楽
食堂「セッション」で行います。

日時：1月10日（金）
　　  18：30～20：00
会場：玉川村就業改善センター
講師：宗方和子さん

プロフィール
日本テレビ系（ズームイン！朝！！）の福島県の
キャスターとして全国ネットデビュー。以来、
福島中央テレビ、福島放送他、出演多数。ラ
ジオでは、福島エフエムで、2時間の生放送を
担当。現在、ラジオ福島、郡山コミュニティ放送、
通称ココラジ、(金)朝10時から午後2時まで
4時間の生放送レギュラー出演中。また、大河
ドラマで話題の山本八重ら、戊辰に生きた会
津の女性をテーマに自ら書いた話を釈台や張
扇を用い袴姿で語る、(巻紙語り)を各地で開
催。他に、郡山市の伝説（うねめ物語）など。

男性参加者は事前に1月10日（金） 男性用 マナー講座を
開催いたします。「たまKon」参加は、男性用マナー講
座が原則となりますのでご注意ください。

日　時：１月25日（土）
　　　 １次会 18：30～ 20：30
　　　 ２次会 21：00～ 22：30
1次会：ラウンド1郡山店でボウリングパーティー
2次会：音楽食堂 SessioN（セッション）

■男性 玉川村在住の20～40歳代独身男性12名
■女性 玉川村または近隣に在住の20～40歳代独身女性12名
■参加費

申込期限
■男性　1月９日（木）まで
■女性　1月17日（金）まで

玉川村から1次会会
場、1次会会場から2
次会会場までバス
で移動します。帰り
は各自となります。
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健健 だよりだより健 だよりだより健

けんこう

だより幸幸幸幸

　超人気「一期一会」シリーズが
そろいました。☆第4 話「親友デ
ビュー」から…中学に入学早々、
はしかにかかり２週間学校を休
むことに！中学に入ったら絶対
「親友」を作る決意で、雑誌見て
自己紹介の練習までして、制服着てキメ顔&キメ
ポーズまで作ってたのに…ようやく初登校の日、も
うあっちこっちに仲よしグループが出来てた！
　小学生に大人気「友バナ」「恋バナ」満載！  

　リトルリーグで全国ベスト
４、中学２年で全国大会準優勝
まで所属チームを導いたピッ
チャー新真之介は、甲子園優勝
→プロ野球入り→メジャーリー
ガーになる未来予想図を描いていた。
　ところが甲子園常連校への野球推薦を逃し、一
般入試で猛勉強の末に合格したのは、なぜか野球
の名門ではなく、東大合格者数全国１位の超進学
校だった!？ 面白さ抜群！！ 史上初の高偏差値野球
エンターテイメント！

【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫から

 

偏差値70の野球部
レベル１　難関合格編
松尾　清貴　著 

一期一会　一生の友だち
粟生　こずえ　著 

★今月の新着オススメ本

 

　12月14日（土）たまかわ文化体育館交流プラザにおいて、
クリスマスのおはなし会を開催しました。ハンドベルとオカ
リナによるクリスマスソングの演奏とクリスマス絵本の読み
聞かせのコラボレーションで、会場に訪れた人たちは一足早
いクリスマスの雰囲気を味わっていました。

クリスマスのおはなし会

『 和食 (WASHOKU) 』

　ニュースで話題になりました世界無形文化遺産に登録された和食と
は、豪華な会席料理などではなく「日本の伝統的な食文化」のことです。
ごはん、お味噌汁を基本とした「一汁三菜」の献立、おふくろの味です。

　まさに、お正月料理は和食ですね。
　現在、私たちの家庭から世界に誇れる和食文化がなくなりつつあります。これからも、栄養バ
ランスよく食べることができ、自然を尊ぶ心を表し、年中行事を彩る「和食」を大切にしたいですね。

・多様で豊富な旬の食材や食品。各地で地域に根差した多
様な食材が用いられています。
・栄養バランスに優れた健康的な食生活。一汁三菜を基本
とする日本の食事スタイルは理想的な栄養バランスと言
われています。
・食事の場で、季節の花や葉などで料理を飾りつけたり、季節に合った調度
品や器を利用したりして、季節感を楽しみます。
・日本の食文化は、正月などの年中行事と密接に関わって育まれてきました。
自然の恵みである「食」を分け合い、食の時間を共にすることで、家族や地
域の絆を深めてきました。

は、豪華な会席料理な
ごはん、お味噌汁を基

・多様
様な食
・栄養
とす
われ
・食事
品や器

和食
の
特徴
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お
知
ら
せ

Information

いずみ幼稚園・すがま幼稚園・泉保育所勤労感謝訪問より（11月22日）

白
河
司
法
書
士

総
合
相
談

 　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
、
遺
言
、
多
重
債
務
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談

▼
開
催
日
時

●
２
月
６
日（
木
）、３
月
６
日（
木
）

●
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
開
催
場
所

　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

（
須
賀
川
市
八
幡
町
１
３
４
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
２
４
８
ー
２
３
ー
１
７
８
５

  

（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

 

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

 　

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大

学
で
は
平
成
26
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中

で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。

●
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。

●
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は

な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
、

1
2
4
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る

と
、
学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

●
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

　

２
月
28
日（
金
）ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
ー
９
２
１
ー
７
４
７
１

 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
中

 　

15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子
が

対
象
の
採
用
試
験
で
す
。
入
校
と

同
時
に
、
特
別
職
国
家
公
務
員
に

な
り
通
信
制
の
高
等
学
校
教
育
を

受
け
な
が
ら
将
来
、
自
衛
隊
の
技

術
陸
曹
を
養
成
す
る
制
度
で
す
。

 

一
般
採
用
試
験

◆
受
付
期
限

　

平
成
26
年
１
月
10
日（
金
）ま
で

◆
１
次
試
験

●
期
日

　

平
成
26
年
１
月
18
日（
土
）

●
会
場　

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー

●
試
験
科
目

　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

英
語
及
び
作
文（
5
0
0
字
）

◆
２
次
試
験

●
試
験
科
目

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

※
１
次
試
験
合
格
者
の
み
案
内
い

た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
0
2
4
8
ー
2
4
ー
0
3
7
2

 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 　

税
務
職
員
を
装
っ
た
者
か
ら
の

不
振
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名

乗
る
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金

受
給
調
査
と
称
し
て
、
個
人
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署　

総
務
課

　

☎
０
２
４
８
ー
７
５
ー
２
１
9
4

 

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住民税務課
　　５７－４６２２
　　５７－４６２４

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○会　計　室
　　５７－４６２５

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○企画産業課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１
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第10回南須釜区民芸能祭りより（11月24日）第30回玉川村民卓球大会より（12月8日）

さ
る
な
し
俳
句
会
十
二
月
句
会
吟
詠

父
も
兄
も
知
ら
ざ
る
歳
の
初
日
影 

　

仁

人
日
や
村
の　

け
さ
深
み
行
く 

由
記

輪
飾
り
や
背
の
高
き
孫
二
人
居
て 

真
知

子
や
孫
の
笑
い
弾
け
る
三
ヶ
日 

今
朝

元
朝
や
子
等
の
騒
ぎ
に
起
こ
さ
る
る 

　

公

年
越
せ
る
だ
け
の
倖
せ
だ
け
で
い
い 

美
枝 

書
初
め
や
夢
と
云
う
字
を
幾
た
び
も 

仁
美

２０歳になったら国民年金２０歳になったら国民年金２０歳になったら国民年金
年
金

▶問い合わせ先　郡山年金事務所 ☎024-932-3434 ／役場住民税務課 国民年金係 ☎57-4624

～新成人の
　みなさんへ～

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入
し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定して
いますし、年金の給付は生涯にわたって保
障されます。

◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金
のほか障害年金や遺族年金もあります。障
害年金は、病気や事故で障害が残ったとき
に受け取れます。また遺族年金は、加入者
が死亡した場合、その加入者により生計を
維持されていた遺族（「子のある妻」や「子」）
が受け取れます。

「学生納付特例制度」と
　　　　　「若年者納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。対象と
なる学生は、学校教育法に規定する大学（大
学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上
である課程）、一部の海外大学の日本分校
に在学する方です。

★「若年者納付猶予制度」
　学生でない30歳未満の方で、本人及び配偶
者の所得が一定額以下の場合に、国民年金
保険料の納付が猶予される制度です。
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　玉川村敬老会商品券について大事なお知ら
せです。本年度村敬老会のお祝い品としてお
配りした商品券の利用期間は、平成26年２
月28日（金）までです。期間終了後は、使用
できなくなってしまいますので、ご確認のう
えお早目にご利用ください。
▶問い合わせ先
　役場健康福祉課　社会福祉係  ☎57－4623

お誕生おめでとうございます
（12月２０日まで届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

岩法寺　　　大　竹　拓　真　　 　 仁

竜　崎　　　上　石　音　葵　  　克　也

南須釜　　　圓　谷　愛　夢　  　伸　一

　たく　 　ま 　

 と　　　あ

あい  　　む 

おくやみ申し上げます

地区名 死　亡　者 世帯主名

 小　高　　  溝　井　サ　ワ　 　  義　三

 　中　　  　鈴　木　幸　夫　 　  幸　夫

　 〃　　　  岩　谷　　繁　　   　唯　義

（12月20日まで届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。
（村社会福祉協議会：12月20日まで受領分）

小 高

　 中 　

　 〃 　

　 吉 　

溝 井 義 三
鈴　木　孝　一
岩　谷　唯　義
矢 吹 忠 　

様

様

様

様

寄付ありがとうございます

敬老祝い商品券利用お早めに！

１月１０日は１１０番の日

福島県在宅歯科医療連携室のご案内
　福島県在宅歯科医療連携室では、訪問歯科診
療を行う歯科医院の紹介や質問、相談に応じて
います。
 ◆訪問歯科診療とは、歯科医院への通院が困難
な方のもとへ歯科医師や歯科衛生士が伺っ
て、治療や口腔ケアを行うものです。
◆利用できる方
①寝たきりなどにより通院が困難で、在宅での
歯科治療を希望する方
②病気やけがの治療・リハビリなどにより入院
中の方
③介護施設等に入所中の方など
◆治療費について訪問歯科診療は医療保険が適
用になり、通常の自己負担と同様の取扱いで
す。（ただし、「歯科訪問診療料」等の料金が
発生します。）

▶問い合わせ先
　福島県在宅歯科医療連携室 ( 福島県歯科医師
会内 )
　☎024－523－3268
　（受付時間　平日午前８時30分から午後５時）

　『１１０番』は、緊急通報電話です。１１０番
に出た警察官が、事件・事故の内容に基づいて
必要な事項を質問するので、慌てず冷静に正し
く答えてください。また、急を要しない相談・
落とし物・運転免許証などは、最寄りの警察署・
駐在所へ問い合わせてください。

◆質問する主な内容
〇何がありましたか　〇いつのことですか　
〇場所はどこですか　
〇状況（ケガ・現場等）はどうですか　
〇あなたは誰ですか
携帯電話使用時のお願い
●現場を離れずに通報を…現場がわからなく
なります
●必ず停止して通報を…事故防止、通話が途
切れる恐れがあります。
●すぐに電源を切らないで…聞き返す場合が
あります。

▶急を要しない相談・照会などの問い合わせ先
　石川警察署　☎26－2191
　玉川駐在所　☎57－2053

山小屋集落営農組合『収穫祭』より（11月24日）

▶問い合わせ先
役場健康福祉課　社会福祉係  ☎57－4623
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資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

日フィルによるオーケストラ公演が行われた
小学校芸術鑑賞教室

小
学
校
芸
術
鑑
賞
教
室

●（休医）・・休日当番医　　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●文庫・・クックちゃん文庫　●村グ・・村民グラウンド　　　●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

●（元）3Bたいそう教室
（9：30文体）

●6～ 7か月児健康
　相談会（10：30就改）
●1歳児健康相談会
　　 （13：30就改）

●（元）3Bたいそう教室
（9：30文体）

●（元）プール教室
（13：30プール）

●（元）親子レクダンス教室
（10：00文体）

●（元）スポーツサロン
（13：00村グ他）

●（元）親子レクダンス教室
（10：00文体）

●（元）スポーツサロン
（13：00村グ他）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）フットサル教室
（19：00体セ）

●（元）トレーニング教室
（19：00トレーニング室）
●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日 ●転倒骨折予防教室
（9：30川辺公民館）
●3～ 4か月児健診
（13：30公立岩瀬病院）

延長窓口（～ 19：00）

●転倒骨折予防教室
（9：30川辺公民館）

延長窓口（～ 19：00）

●転倒骨折予防教室
（9：30川辺公民館）
●高齢者学級
9：30なつ椿
13：30こぶし

延長窓口（～ 19：00）

●転倒骨折予防教室
（9：30川辺公民館）

延長窓口（～ 19：00）

●栄養改善教室（10：00就改）
●(元 )フラダンス教室
（9：30クラブ）

●（元）バドミントン
（19：00文体）

●（元）ヨガ教室
（19：15クラブ）

建国記念の日

（休医）やまもと内科
クリニック（石川町）

●（元）フラダンス教室
（9：30クラブ）

●（元）バドミントン（19：00文体）
●（元）ヨガ教室（19：15クラブ）

●すくすくクラブ
（10：00就改）

●（元）バドミントン
（19：00文体）

●クックちゃん文庫休館日

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）フットサル教室
（19：00体セ）

●1歳6か月児健診
（13：00就改）

●（元）プール教室
（13：30プール）

（休医）角田内科医院
（浅川町）

（休医）とりごえ整形外科
クリニック（石川町）

優
れ
た
舞
台
芸
術
を
堪
能

　

11
月
28
日
、
た
ま
か
わ
文
化
体

育
館
で
小
学
生
芸
術
鑑
賞
教
室
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
に
よ
る
一
流
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
公
演
を
、
村
内
の
小
学

校
児
童
を
は
じ
め
、
保
護
者
関
係

も
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

鑑
賞
教
室
で
は
、
様
々
な
楽
器

の
紹
介
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
児
童

ら
に
よ
る
合
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

鑑
賞
し
た
児
童
ら
は
、
迫
力
あ
る

生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
も
、
音
楽
芸
術
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

保育所「新入児説
明会」
●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●休日当番医の診療時間
は、午前8：30～午後4：
30までとなっています。

※須賀川地区の在宅当番
医は、須賀川市保健セ
ンター内の休日夜間急
病診療所で診察して
います。

　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

◆玉川村虐待防
止センター専用
　ダイヤル
☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）
や相談を受け付
けています。

●いきいき教室
（11：00就改）

●（元）トレーニング教室
（19：00トレーニング室）
●クックちゃん文庫休館日 固定資産税：第4期

国民健康保険税：第8期
介護保険料：第8期
後期高齢者医療保険料：第7期

（ （

14玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報誌は環境にやさしいインキと
再生紙を使用しております。
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